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Kakehashi et al. (Oral Surg 20, 340, 1965) は、無菌ラットを用いて根管

内の細菌感染が根尖性歯周炎の発症に必須であることを解明した。以来、根
管拡大・根管形成・根管充填という根管治療の治療システムが確立され、さら
に近年歯内治療の技術革新（CBCT, MS, NiTiロータリファイルの開発）を経

験し今日に至っている。他方で、根尖性歯周炎の難治化の実状やメカニズム
が明らかとなり、新規治療法や新規根管治療薬開発の機運も見える。
しかしながら、Kakehashi et al. の報告以降、約50年が経過した今でも根

管治療の治療体系そのものに大きな変化はない。一言でいうと開発の術が
なかったからである。歯周病・歯周病治療の領域では、小動物において数多
くの歯周病の病態モデルが確立され、病態解明に留まらず、そのモデル上で
新規治療法や治療薬が開発された経緯がある。一方、歯内療法の領域では
根尖性歯周炎の病態モデルから根尖病変の局所免疫論が確立するに至った
が、1980年代以降その歩みは停止している。その最大の理由が歯冠長
3mmの歯にどのようにして根管治療を行うかであった。

本日は、技術革新によって誕生した最新兵器を用いて根管治療モデルが確
立可能という発想の下、約10年かけて開発したラットのマイクロエンドモデル

のお話を中心に、我々のトランスレーショナルスタディについてご紹介したい
と考えている。


